








                              *1岡山理科大学古生物学・年代学研究センター 
                              *2岡山理科大学理学部応用物理学科 
                          *3岡山理科大学生物地球学部生物地球学科 
                           *4岡山理科大学フロンティア理工学研究所 
                 *5岡山理科大学情報処理センター 
                              *2岡山理科大学理学部基礎理学科 
 
１．目的 
現代を生きる市民は，専門分野によらず，幅広い分野の自然科学に関心をもち，ある程度のリテラシー（教
養）を身に付けておくことが望ましい．日常生活や社会には科学があふれており，科学を理解することで適
切な判断が下せることも多い．また，新しい現象を既知の事実や原理を踏まえて分析的・総合的に考察する
といった科学的な思考は，変化の激しいこれからの社会を生きていく上で益々重要になってくる． 
 自然を読みとくにおいては，最新の自然科学の解説を通して，最新の自然科学がいかにさまざまな学問
の垣根を越えて総合することによってなされてきているかについて紹介し，学生に自然科学に対する興味を
喚起する．また，身近な現象をいかに科学的に説明できるかといった議論を通して，見えている現象の本質
を洞察する体験をする．これらのことを通して，自分の専門とは異なる自然科学に対する広い教養を身につ
け，「学ぶ意義」を学生に考えさせることを目的とする． 
 
２．達成目標 
別々のものに見え、高等学校までに別々に学んでいる各々の学問分野がいかに相互に関連しており、それ
らを総合して自然現象を理解することの重要性を認識する。本講義では，物理学を基礎として宇宙、惑星、
地球に生起するさまざまな現象について解説する。本講義では、物理学がどのように現代の総合された科学
の中に生かされて、最新の知見を得ることにつながっているかを学ぶ。このことを通して、物理学をはじめ
とする基礎知識としての各分野を学ぶ重要性を認識すると共に、基礎的な知識が最新の科学にどのように生
かされているかについて具体的に知る。 
 
２．授業内容 
１回目：長尾：宇宙の天体や私達の地球は、究極的には何からできているのだろうか？ 
２回目：長尾：宇宙から飛来する微粒子や放射線 
３回目：渡邉：星（恒星）の誕生とその進化 
４回目：渡邉：銀河の進化と銀河中心部に潜む超大質量ブラックホール 
５回目：志藤：地震はどこでなぜ起こるのか 
６回目：志藤：地震波のつたわり方と地球の構造 
７回目：畠山：地球・惑星の構造・エネルギー輸送・分化 
８回目：畠山：プレート運動と火成活動 
９回目：豊田：地球型惑星の気候と温室効果 
１０回目：大橋：気象観測について 
１１回目：大橋：天気予報技術について 
１２回目：小林：鉱物の物理化学的性質を調べるX線回折法 
１３回目：兵藤：同位体年代測定法 
１４回目：能美：フィッション・トラック年代測定法とその応用 
１５回目：豊田：捕獲年代測定法の基礎と応用 
